


昭和62年度予算の概要一般会計歳入の状況｜

題目指bτ
朝日町の昭和62年度予算が決まり，

4月からスタートしましだ。
これは， ‘朝日町新総合計画を基本

として，向こう1年間の「町の台所J
をまかなうもので，町民生活と密接

に結びついています。

皆さん一人一人から集められ疋税

がどのようl之使われていくか，予算

のあらましを紹介します。

翻卓也髄砂田＠期』『畠訟を笥掬窃ふ和
一般会計総額 40億9,292万円

般
会
計

各会計予算額

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

4
0

億

9
、
2
9
2
万
問
で
、前
年
度
当
初

チ
外
に
比
べ
る
と
、
2
億
l、

0
7
7

万
円
の
附
、平
で
約
5
・
4
%
の
伸
び

と
、抑
制
叫
mm予
算
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
2
、
2
3
2

万
円
の
増
、
率
で
0
・
9
%
の
伸
び
と

な
リ
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出

皆
さ
ん
の
家
庭
に
も

「収
入
」
や

f
x出
」
と
い
っ
た
家
計
が
あ
る
よ

う
に
、
町
に
も

「必
入
」

「
ぷ
山
」

と
い
う
財
政
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

「蔵
入
」

は
、
私
た
ち
が
税

金
と
い
う
形
で
、
悶

・
県

・
町
に
支

払
っ
た
も
の
を
主
体
に
楠
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
（伺
や
川
小
に
支
払
っ
た
税
金

の一

部
は
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金

一附
の
運
転
開
始
に
伴
・7
償
却
資
品均等

に
対
す
る
固
定
資
制
悦
の
増
に
よ
る
も

の
て
ムす
。

地ト
力
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
全
体

に
山
め
る
前
ムn
が
2
5
・
5
%
と
町

枚
に
次
ぐ
大
き
さ
で
す
が
、
閉
校
の
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一般会計総額・・・40億9,292万円

特別会計総額・・・23億8,082万円
過去5年間の一般会計の移り変わり

。国民健康保険特別会計…..g.億6,063万円

。老人保健医療事業特別会計

・・14億2,472万円

。笹川診療所特別会計・・…・……ー 720万向

。宮崎診療所特別会計…一…… 884万円

。境診療Jiff.持別会計………－…一 l,620万ー問

。山崎診療所特別会計・…・・ー…・ 1,861万円

。簡易水道特別会計一・…・…… 3,462方円

。公洪用地先行取得等事業特別会計

・・・・423万円

。街保外二地区用水特別会計…… 467万円

。加藤奨学資金特別会計………一 66万円

。保健文化賞基金特別会計……… 44万円

401意9,292万円

34億3,713万円

341意8,717方向

38億8,215万円

52f意9,855万円

と
し
て
、
町
の
歳
入
に
な
り
ま
す
J

ま
ず
歳
入
か
ら
は
て
み
ま
し
ょ
・1

歳

入
ぷ
入
で
最
も
常一
一要
な
も
の
は
、
歳

入
金
体
の
4

0
・
8
%
を
占
め
る
問

税
で
す
。
問
削悦
は
、
前
年
度
に
比
べ

2

8
・
5
%
mと
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
朝
日
小
川
第

一
発
屯

増
収
の
協
響
を
受
け
て
1
8
・
4
%

の
減
少
と
も
り
ま
す
。

川
・

県
支
出
金
で
は
、
八ム北ハド品業

賀
補
助
金
等
の
増
加
に
よ
り
1

7
・

6
%
の
地
と
な
り
ま
し
た
G

町民税・・・・・・・・・・・・・・・・・・6イ意8,829万同

固定資産税・・・・・・・・・・・・ 7f意9,826万円

軽自動車税・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,676万円

町たばこ消費税・・・・・・・・・・・・8,196万円
電気税・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・5,848万円

木材引取税・・…－－－－．．．．．．．．．．・・・・1万円

特別土地保有税・．．．．．．．．．．・・・・・・・1万円

入湯税・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・937万円

水利地益税・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,452万円

分担金・負経企
If.章8,081万円
(4.4%) 

町 償
2f軍5,130万円
(6.1%) 

｜一般会計目的別歳出の状況｜

歳
成
出
の
内
訳
で
は
、
総
務

抗、

農
林
水
政
業
貨
な
ど
が

減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

自
治
会
館
の
完
成
と
、
農
村

総
A
N
仰い札倫中申
ド
業
が
ほ
ぼ
完
成

し
た
た
め
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
衛
生
費
、
商

L
鋭
、
ト
ム本
昔
、

消
防
代、

教
打
費
は
嶋
制
と
な
り
ま
し

た
が
、
土
木
費
の
増
は
、
町

営
住
宅
の
建
替
工
事
や
新
規

の
克
富一
卒
業
の
待
人
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

出

。消防貸
1惚5,460万円
(3.8%) 

0商工費
I i意2,208万円
(3.0%) 

0 t量会費
9,436万円
c2.3%l 

。労働費
3,951万円
(I 0%) 

。災害復旧費
307方円
(O.』%）

一般会計 ・特別会計合計
（企業会計除く ）

64億7,374万円 ． 
特

（企業会計）宅

昭
和
62 
年
度
予
算

＠ 

21億6,476万円

泊病院事業会計

品豆随趨幽

こ
れ
は
、

3
月
9
日
の
議
会
定
例

会
で
、
魚
津
町
長
ガ
表
明
し
た
「
施

政
方
針
」
の
中
か
ら
、
「
豊
か
で
活

力
あ
ふ
れ
る
郷
土
グ
あ
さ
ひ
H

の
実

現
」
を
目
指
し
定
施
策
の
概
要
を
取

り
ま
と
め
疋
も
の
で
す
。

は

じ

め

私
は
、
町
長
に
就
任
以
来
、
今
日

ま
で
約

9
か
月、

「
盟
か
で
活
力
あ

ふ
れ
る
郷
土

砂あ
さ
ひ
。
の
実
現
」

を
目
指
し
、

「
町
民
と
と
も
に
笑
い

と
も
に
泣
く
温
か
い
心
の
通
う
町
政
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
、
町
政
の
抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
の
た
め
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
間、

明
日
を
拓
く
若
い
人
た
ち
の
定
着
と
産

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
懸
案
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
鉄
工
業
団
地
に
将

来
性
の
あ
る
企
業
が
進
出
し
、
本
年
の

4
月
か
ら
操

業
を
開
始
す
る
述
。
ひ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
9
月
に
は
、
朝
日
小
川
ダ
ム
の
定
礎
式
が

挙
行
さ
れ
、
昭
和
的
年
の
完
成
を
目
指
し
て
本
格
的

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
が
開
始
さ
れ
、
小
川
総
合
開

発
事
業
の
一
環
で
あ
る
朝
日
小
川
第
一
発
電
所
は
、

昨
年
の
印
月
末
か
ら
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
北
陸
自
動
車
道
は
、
当
町
内
の
ト

ン
ネ
ル

が
次
々

に
貫
通
し
、
明
年
の
朝
日
、・
上
越
聞
の
供
用

開
始
に
向
け
て
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
、
新
年
度

は
、
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
町
政
が
順
調
に
進
ん
で

い
る
の
も
、

町
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
も
の

で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
深
〈
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
積
極
的
に

朝
日
町
新
総
合
計
画
は
、
町
政
の
基
本
的
方
向
と、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
行
政
施
策
を
客
観
的
に
明

ら
か
に
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
私
は
、
朝
日
町
新

総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
諸
施
策
の
着
実
な
進
展
に

努
め
、

一
日
も
早
く
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
海

身
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
国
の
昭
和
白
年
度

一
般
会
計
予
算
は
、

伸
率
が
ゼ
ロ

と
な

っ
て
お
り
、
公
共
事
業
等
の
国
庫

補
助
負
担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、
財
政
環
境

は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

昭
和
臼
年
度
の
町
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
厳
し

い
環
境
の
中
で
も
、
歳
入
面
で
税

収
の
確
保
を
基

礎

と

し

て

国

・
県
支
出
金
の
積
極

的
な
導
入
に
努
め
る
な
ど
財
源
の
確
保
を
図
り
、
歳

出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
の
抑
制
に
努
め
、
投
資
的

経
費
へ
の
財
源
の
重
点
的

・
効
率
的
な
配
分
を
基
本

と
し
て
編
成
し
た
結
果
、
前
年
度
に
比
べ

5
・
4
パ

ー
セ
ン
ト
増
の
積
駆
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
・
生
き
が
い
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
長
寿
社
会
で
は
、
健
康

こ
そ
幸
せ
な
生
活
を
支
え
る
第
一
の
要
件
で
す
。

そ
こ
で
、
健
康
診
査
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
受
診
し
や
す
い
体
制
に
整
備
す
る
と
と
も
に
邸

－
昭
和
白
年
4
月
号

＠



な 次 ダリ そ 基 歳
グ〉 言己 σ〉本 出
ま よ す 王 施 σ〉
す

、、

る な 策 内つ
と も

、，、F
言尺、－、

グ〉 と を
を 、

健康・生きがいと
文化のまちづくり・E衛生・民生・教育費闇圃
「白分の健康は自分でまもる」

という意識の高ぬを図るため，

「健康祭」を開催します。また，

地域悩祉の推進を図るため，ボ

ランティア ・コーディネーター

の設置等に助成します。さらに，新たに児童遊園の

遊具への補助制度を設け，主査備を図ります。

学校教ftでは，学校施設の整備，情操教育に努め，

社会教育て1ふ視聴覚ライ ブラリーにパソコンを増

設します。なお，今年も「全国ピーチバレーボール

税善大会J を開催します。

~＆ 

町政の擁進

陣
目置総務費等圃圃

Oil民の共感の1!1'られる行政を

推進するため， 「問長と話す集

い」の開催のほか，毎月「町長

と話す日」を実施することによ

り，町民の生めrtiを町政に反映

し．温かい心の通う町政を推進していきます。

かけがえのない健康の増進－－－一…....332. 198千円

。健康増進対策－－－－－－－…－－－－－－ ・・26 ,691千向

。 老人保健医療~·~業特別会計繰：出金

町政の推進・・ーハ・・・…ー…・・…ー.963,01 l千円

。友好都市事業・・・・・・・・・・…・・・・…－－－1, 393千円

。oA化推進$・業・・・・・・・…・・…・・・・・ 1,316千円
。温かい心の通うlllf政・…・・・…・・ 586,146千円

。広域行政の推進・…・・・…－…・・ 105,505千円
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災害のない安全なまちづくり・・・…ー…・ 284,453千円

。河川場業一・…・・…・・・・・…・・・・・・・・・…・…・・・・ 4,901千川

0 t白山’J~業－－－－－ ・・ー……一－－…・…・・・・12,000千トLj

O無主主街づく リ’lエ裟・・・・・…・・・・ー……・・・・55守041千円

。必J；半業一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－…...・40' 639下円

。消防ポンプ1![lt/1~ 入・一－一一－一…・一 ···· 23,278下l'J

利便性の高い交通体系の確立・・…ー・ 308,294千円

0 ~ll rl i1ll·幽卒業一…・・ ・ ・・・・・・・・ ・ 0・0・・・・…・ 0・26.163千円

。道路特別l改良’J＼業・・・…・・・・・・・・・・…・・・・・ 173.886T・円

。道路惜梁新設改良事長－…・．．．．．．．．．．・・・・・・・68,113千jJJ 

快適な居住環境の整備・・・一－－－－－－－…・…・ 444,211千円

。｛仁七対策の縦ill・.....一一－－－－－・・• • • • • 234 , 406 T 11 J 

0魅力あるまらづくり ＇］＼.業ーー… ーー・・・・・・・10.530ニ「円

。消州事業ー・・・ー・・・・・0・…・ー・・…・ 0・・・・・・・・・0・63、751TP:J 

災：；i；＇.のない安令なまちの終11iiiについては，河川改

修，治｜｜｜ポ業に努めます。さ らに－；：1・対策については．

克古川後半業を；q,人し 小刑｜徐古機械の地域配備I.
路間流’＂i・1こ主苦悩1に約極的に取り組みます。

道路交通関係.！ j ＇~菜では， j(J料IJIJ紛！の！1 '-J IJJ五成に !iii:

大限努力し、今年から国鉄広；｛本交長音I＼分の工事に治

手します。また，i(I駅前広場の主主備にi収I）粧lみます。

さらに＇I.主毛刈策として.IDT 

営似1111Hl也の挫砕l.事に本航l1:

乎します。

なお，（jljド：｝j地，i生物備のために

最新鋭消防ポンプ• I ＜： を購入 しま

す。

活気ど
魅力に満ちたまちづくり
田富農林水産・商工・観光費．． 

ミ

農業については、地域’i；（・袋体

｛日！の降立に努めます。林業で1ム
林道の笠iii与を l~I り 、優良林木育

1ix－＃業等を1J[j並します。水産業
は．っくり育てる漁業の似興の

ため， 放ifi［ゃJ>；~M：に対してJJ)J 成するとともに沿；.；~：・ 1或

海氏細密剥.ftを実施します。

｜税工業については， まちお こし ·1 ·；.~や各樋イベン

卜に助成し，尚店街の活性化を亙ります。

観光については．特色ある観光資源を活刷した滞

代~ . i凶年鋭光；を目指し，制日県ii.l二｜然公幽のljf!i，没

等を終備するなど＼快巡る.：？£！いの場を提供します。

画面衛生・土木・消防費圏直

快適で
住みよいまちづくり

地域の特性を生かした農林水産業の振興

.. 596 '328千円

。水m農業係_1＇／対策－一…ー・・・・0・・・・…・・・・iz,342r円
。ふる さとtiu興事業一・・…一－－－－－－－－－－－ 2,414下l'l

0 i,W,村総合桜備事業・・・…・・・・・－－－－ ・ ・・62,344Hi 

0林道事業・・・ー・・・ー・・・…・・・…一一一 ー・・・・53.644千｜司

0111村振興ギ業－・・・ーー・ー・・ー…・・ー・・・・・70,751 HLJ 

0 漁港改修司＇·；~..…・・・…・・・・・・・・・・…－－－ー－－ 9,587千円

。沿l~： i'i主海氏訓告事業…－－－－……・・・・・・・…・ 900fjLJ 

活気に満ちた商工業の振興・・・・・・・・・…・・ 133,872千円

。 1?'.H工業融資資金制度4F~＞ ・・・…・・…..・・・54 '739 T ILJ 

0 企業立地奨励卒業・・・…－－－…ー・ーーー 8,000 T問

。あさひまつり・ 商店lhi/;・lt化事業・ーー 1, 700-T・円

魅力あふれた特色ある観光の開発・・・・一・27,718千円

。 県立自然公I~笠備・ . .... …・・・・…・・・… ••• 10. soo r問
。観光地設務併Ii・…－－－－－－－－－… ・・…・・…・ •• • 4,348 r・円

。特産品古伝…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…－－－ •• ・・・・200 下l'J

－
特
集
「
昭
和
位
年
度
予
算
L

。

歳
以
上
の
検
診
内
容
も
充
実
し
ま
す
。
ま
た

「自
分

の
健
康
は
自
分
で
ま
も
る
」
と
い
う
意
識
を
高
揚
す

る
た
め
、
「
健
康
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
！
の
設
置
に

助
成
す
る
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
i
ム
有
機
苑
等

で
の
入
浴
や
在
宅
ね
た
き
り
老
人
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
（
穏
期
保
護
）
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
障
害
児
保
育
等
の
充
実

に
努
め
る
ほ
か
、
児
童
の
減
少
傾
向
に
対
処
す
る
た

め
、
保
育
所
の
統
合
計
画
の
策
定
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、昨
年
、

町
立
小
学
校
教
育
環
境
整
備
審
議
会
に
諮
問
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
そ
の
答
申
を
得
て
、
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
絡
の
も
と
に
整
備
の
基
本
方
針
を
策
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
児
童
の
減
少
に
伴
う
複
式
学
級
を
避
け
る

た
め
の
町
単
独
の
講
師
は
、
従
来
の

2
名
に
加
え
1

名
を
増
員
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
住
み
よ
い
生
活
環
境

は
、
全
町
民
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
防
災
対
策
事
業

を
積
極
的
に
促
進
さ
せ
る
ほ
か
、
特
に
要
望
め
強
い

雪
対
策
に
つ
い
て
、
克
雪
対
策
事
業
を
導
入
す
る
な

ど
鋭
意
取
り
組
ん
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
み
よ
い
ま
・
ち
づ
く
り
に
は
道
路
交
通
網

の
繋
備
が
急
務
で
あ
り
、
北
陸
自
動
車
道
の
早
期
開

通
、
国

・
県
道
の
改
良
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に

懸
案
の
泊

・
桜
町
線
の
早
期
完
成
に
向
け
、
国
鉄
立

体
交
差
部
分
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
町
の
玄
関
口
で
あ
る
泊
駅
前
広
場
の

整
備
に
も
取
り
組
む
ば
か
、
泊
東
部
地
区
で
、
現
存

の
街
並
み
と
そ
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、
文
化
性

を
加
味
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
着
手
し

ま
す
。
そ
の
他
、
老
朽
化
が
進
ん
て

い
る
桜
町
団
地

に
つ
い
て
は
、
建
替
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

活
気
と
魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

安
定
し
た
豊
か
な
町
民
生
活
は
、
活
力
あ
る
産
業

活
動
を
基
盤
に
実
現
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
本
町
の
基
幹
産
業
と
も
言
う
べ
き
農
業

に
つ

い
て
は
、
昭
和
白
年
度
か
ら
始
ま
る
「
水
国
農

業
確
立
対
策
」
に
対
処
す
る
た
め
、
永
年
に
わ
た
っ

て
築
い
て
き
た
ァ
7
ま
い
朝
日
米
」
の
生
産
基
地
と

し
て
の
地
位
を
碓
保
し
な
が
ら
、
転
作
作
物
の
定
若

化
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
産
地
化
を
含
め
、
水
郎
農

業
全
体
の
生
産
性
向
上
に
向
け
、
行
政
と
生
産
者
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
各
林
道
の
開
設

・
舗
装
事
業

を
促
進
さ
せ
る
ほ
か
、
第
3
回
富
山
県
育
樹
祭
を
当

町
で
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
っ
く
り
育
て
る
漁
業
の
振

興
の
た
め
、
沿
岸
海
底
細
密
調
査
及
び
・
あ
わ
び
放
流

調
査
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
場
産
業
め
振
興
と
商
工
業
の
活
性
化

の
た
め
、
ま
ち
お
こ
し
事
業
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
対

し
て
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
制
度
資
金
の
預

託
等
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
特
色
あ
る
観
光
資
源
を
活
用

し
た
滞
在
型

・
通
年
観
光
を
目
指
し
て
、
積
樫
的
に

観
光
宣
伝
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
宮
崎
境
海

俸
周
辺
地
区
で
は
、
本
年
度
に
買
収
し
た
国
鉄
用
地

の
有
効
活
用
を
隙
一
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町

政

の

推

進

町
政
は
、

町
民
本
意
の
も
の
で
あ
り
、
町
民
と
の

意
思
の
疎
通
を
大
切
に
し
、
町
民
の
共
感
を
待
ら
れ

る
行
政
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
区
別
の

寸
町
長
と
話
す
集
い
」
の
開
催
の
ほ
か
、

毎
月
、
「
町
長
と
話
す
日
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
町
民
の
生
の

声
を
聴
き
、
町
政
に
反
映
し
て
、
温
か
い
心
の
通
う

町
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－
昭
和
位
年
4
月
号

＠



患
寄
＠
回
両
国

朝

日

町

を

見

直

す

・

朝
日
町
誌
歴
史
編
か
ら

古
墳
と
玉
つ
く
り

代

古

墳

時

日
本
で
は

3
世
紀
の
末
か
4
世
紀

の
初
め
ご
ろ
か
ら
、
7
世
紀
ご
ろ
ま

で
の
数
行
年
に
わ
た
り
、
遺
体
を
葬

る
た
め
に
向
く
縦
士
を
し
た
古
坑
と

よ
ば
れ
る
朱
が
つ
く
ら
れ
た
そ
れ

で
こ
の
川
を
十
日
杭
時
代
と
よ
ひ
お

よ
そ
4
世
紀
代
を
前
期
、

5
世
紀
代

を
中
期
、
6
1
7
世
紀
代
を
後
期
と

区
分
し
て
い
る
。

ニ
の
時
代
は
．
弥
中
時
代
に
伝
え

ら
れ
た
農
耕
文
化
が
、
次
第
に
農
村

社
会
を
発
展
さ
せ
、

『
ム
ラ
」
か
ら

－

－
e
Jt
E
LF
 議総

一一一…。棚田町社刊紙酬抑制んと実に埠沼田福祉向上e
E摘す福祉団件「E・T. 朗自町f車社センター内 %%83・OS76

一一一「
あ
な
た

も

で
き
る
／

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
何
も
む

ず
か
し
い
、
？
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち

一
人
一
人
誰
も
が
心
の
中
に

持
っ
て
い
る
ぷ
持
い
気
持
e

め
い
表
わ

れ
で
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
勾
持
ち
を
ど
の

よ
う
に
役
立
て
た
ら
い
い
の
か
、
機

会
を
得
な
い
ま
ま
に
過
ご
し
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
・
っ
か
。

あ
な
た
の
心
を
／

あ
な
た
の
手
を
／

あ
な
た
の
足
を
／

生
か
し
て
く
だ
さ
い
a

健
康
で
し
あ

わ
せ
な
明
る
い
社
会
を
、
み
ん
な
で

「ク

ニ
－
へ
と
地
域
が
ま
と
ま
り

や
が
て

一
つ
の
国
家
に
統

一
さ
れ
て

き
た
時
代
で
あ
る
。

前
期
の
占
仙引
は
、
地
滅
的
な
結
合

が
悩
ま
り、

や
が
て
共
同
体
が
成
立

す
る
と
、
そ
ニ
に
強
い
権
力
を
持
つ

族
長
が
現
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
民
必
か

ら
や
や
離
れ
た
山
附
な
ど
に
、
当
時

一
般
に
行
わ
れ
た
共
同
必
地
の
中
で

も
、
特
別
に
蝋
土
を
し
た
必
を
つ
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
山

情
引
の
築
造
は
、
近
畿
や
瀬
戸
内
地
万

で
発
生
し
、
党
以
し
て
、
大
和
政
権

の
勢
力
拡
大
に
つ
れ
、
畿
内
的
宵
境

と
し
て
国
内
に
広
ま
っ
た
。

朝

日

町

で

は

？

企玉っくり工房飾

朝
日
町
に
最
も
近
い
位
置
に
ホ
績

が
築
造
さ
れ
る
の
は
6
世
紀
の
中
葉

で
、
西
に
布
施
川
を
臨
む
標
高

ω
γ

の
阿
古
屋
台
地
西
北
端
に
位
置
す
る

「阿
古
屋
古
墳
」
で
あ
る
。
昭
和
凶

年
J
ろ
に
は
、

6
本
の
円
墳
が
認
め

ら
れ
た
が
、
そ
の
年
の
叩
月
か
ら
実

地
さ
れ
た
開
副
首
に
よ
っ
て

5
基
が
峨

摂
さ
れ
、

「一

号
墳
」
一
一
法
だ
け
が

残
っ
て
い
る
。
基
底
部
の
佳
は
、
約

築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ど
こ
で
も
／
誰
で
も
／
い
つ
で
も

む
ず
か
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
さ
さ
や
か
な
善
意
を

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

t
b

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
動
と
は
、
私

司創刊

だ
ら
が
社
会
生
活
を
公
む
う

え
で
、
だ
れ
も
が

二

人
で
は
生
き

ら
札
な
い
の
だ
」
と
い
、
7
共
同
意
識

と、

『
’H
分
と
向
分
が
セ
治
し
て
い

る
社
会
を
よ
リ
・
川
氏
い
む
の
に
し
て
い

こ・
7
」
と
す
る
連
帯
性
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
自
発
的
な
活
動
で
す
。

活
動
の
場
は
？

－
地
減
で
で
き
る
こ
と

独
リ
忠
し
主
人
や
説
た
さ
リ
主
人

の
訪
問
、
身
体
の
不
自
由
な
人
へ

の

手
助
け
（
介
助
、
送
迎
、
付
添
）．遊

び
場
の
安
全
点
検
や
管
制
弘
、
町
内
の

清い
州、

美
化
活
動
、
話
し
相
手
な
ど

で
す
。

－
特
技
を
生
か
す

手
話
、
朗
読
、
人
形
劇
、
民
話
、

m谷
、
美
山り
な
ど
が
あ
リ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
給
食
、
入
浴
、

沈
滞
サ
ー
ビ
ス
、
郷
土
ぷ
能
の
伝
承
、

文
化
財
の
保
存
、
発
掘
と
い
っ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

－
徳
祉
施
設
や
病
院
で

市
刈
リ
、
川
船
、
品
し
相
手
、

行

中
へ
の
協
hM
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

め
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
だ
れ
で
も
、
い

つ

ど
こ
で
で
も
で
き
る
普
通
の

’
』
で
も

m
y、
高
さ
約
3
灯
、
周
囲
に
宝
塚

が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

線
認
さ
れ

た
出
土
ロ
聞
に
は
、
管

E
・
直
刀

・
銅

忠
総
な
ど
が
あ
る
。

ニ
こ
か
ら
米
の
浪
部
川
流
域
と
、

朝
日
町
に
は
現
必
ま
で
、
ム
守
口
惜
引
が
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。

ヒ
ス
イ
の
勾
玉
の
故
郷

『
浜
山
主
作
遺
跡
は
、
滑
石
と
と
も

に
硬
玉
を
採
取
し
加
工
製
作
し
た
遺

跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
古
噴
時
代
硬
卓
の
園
内
生
産

が
は
じ
め
て
・
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
』

大
場
磐
線
樽
上
は
、
浜
山
．上
作
遺
跡

調
食
報
止
門
書
の
総
括
で
明
示
さ
れ
た
。

朝
日
町
宮
崎
の
「
浜
山
・
k
作
」
遺

跡
と
、
美
し
い
ヒ
ス
イ
海
内
仰
が
世
に

校

H
さ
れ
だ
し
た
の
は
、
昭
如
刊
位
年
、

凶
学
院
大
半
数
授
大
場
制
別
総
仰
士
を

凶
v
k
に
、
寺
村
光
晴
博
＋
じ
を
主
仔
と

し
た
剥
盆
問
が
、
浜
山
ム
N

地
を
発
川州

調
査
し
て
ヒ
ス
イ
正
房
枇
を
検
出
し
、

古
墳
時
代
に
お
け
る
ヒ
ス
イ
の
勾
七

の
問
内
生
産
を
な
証
し
た
か
ら
で
あ

る
。古
墳
時
代
に
は
「
勾
れ
る
組
曲
妙」

な
優
美
な
曲
・
線
と
、
生
命
の
力
強
さ

を
表
現
す
る
勾
．
主
に
造
形
さ
れ
て
珍

重
さ
れ
た
。
だ
が
ヒ
ス
イ
の
勾
玉
の

原
産
地
で
の
製
作
と
な
る
と
不
明
で

ゐ
っ
た
。
昭
相
川
年
の
こ
と
、
東
北

帝
国
大
学
の
河
野
義
札
氏
が
「
本
邦

b

』’’内，．

に
於
け
る
鵠
翠
の
新
産
中
山
及
そ
の
化

学
的
性
質
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し

国
内
海
ヒ
ス
イ
の
産
出
を
ゆ証
明
し
た

が
、
以
来
初
年
近
く
に
わ
た
り
、
多

行
為
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
朝
日
町
社
会
制

祉
協
議
会
内
、

古
田
1
0
5
7

6
）

へ
。あ

な

た

の

善

意

を

赤

十

字

社

に

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
内
は
も
と

よ
リ
、
余
世
界
の
平
和
と
制
祉
附
進

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
引
業
や
日
動

を
絞
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

事
業
資
金
は
、
赤
十
字
の
趣
旨
を
理

解
し
、
支
持
し
て
い
た
だ
く
日
本
赤

十
字
社
の
『
社
員
」
の
皆
さ
ん
か
ら

の
社
岱
や
そ
の
他
寄
付
金
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い

ま
す
c

村

民・

蓄’

P
押
在
費
を
す
も
が
た

御
崎
市
h
a
A晶
噌
ム
マ
牢
弘

主
＆

a
t‘み・
λ．
申

A
h

晶

T
J叫
刊
祉

a
T骨
事
倉

帽、．s
マ

縄
柑
臼

W

4

．‘．

aa下
宇
品
T

す
仕

く
の
考
古
学
研
究
者
た
ち
が
探
求
し

続
け
た
も
の
の
、
依
然
縫
と
し
て
脱
税

さ
れ
、
ヒ
ス
イ
の
勾
五
は
、
原
産
地

の
ビ
ル
マ
か
ら
中
国
を
へ
て
持
ち
こ

ま
れ
た
と
い
う
大
陸
移
入
説
が
学
界

の
主
流
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
つ
い
に
昭
和
昭
年
、
ヒ
ス

イ
の
鉱
床
が
確
保
さ
れ
て
い
る
新
潟

県
は
姫
川
支
流
の
小
滝
川
、
青
海
町

を
流
札
る
青
海
川
に
程
近
い
．
朝
B

町
宮
崎
の
「
浜
山
」
で
、
前
に
広
が

る
湖
岸
か
ら
ヒ
ス
イ
を
採
集
し
、
勾

玉
な
ど
の
玉
類
を
生
産
し
て
い
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
、

「
浜
山
玉
作
遺

跡
」
は
日
本
の
勾
－K
の
故
郷
と
な
っ

た

町
制
施
行
犯
周
午
を
記
念
し

て
発
行
し
た

「朝
日
町
誌」

も

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

朝
日
町
を
見
直
す
手
だ
て
と

し
て
町
誌
を
読
み
ま
せ
ん
か
。

町
誌
を
購
入
し
た
い
方
は
、

役
場
総
務
課
、

秘
書
広
報
係
へ

連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
（告
幻
1

1
1
0
0
内
線

2
0
4
番）

「：： :::1 U必巴..... 
刻
g
町
社
内

社
長
は
、
日
本
赤
卜
午
付
の
組
織

の
脳
幹
で
あ
り
、
例
入
、
法
人
を
間

わ
ず
だ
札
も
が
加
入
で
き
ま
す
。
あ

な
た
も
、

H
赤
特
別
社
員
に
な
リ
ま

せ
ん
か
。

お
問
い
合
せ
は
、
朝
臼
町
社
会
悩

祉
協
議
会

（
古
川∞
H
0
5
7
6
｝へ
。

社
員
や
寄
付
者
へ
の

表
彰
制
度

...特別社員柾.

特
別
社
員
章

マ
銀
色
特
別
社
民
・・
・・
・・
l
万
円
以
上

の
社
貨
を
納
め
た
人
｛
例
人
）

マ
金
色
特
別
社
貝
・
・・・
・・3
．
万
同
以
上

の
祉
伐
を
納
め
た
人

（伺
人
）

有

功

奪

マ
銀
色
有
山
川
立
・・・・
・・加
が
川
以

k
を

一
時
に

｛又
は
分
別
し
て
）
納
め

た
人
（
個
人
）

マ
金
色
有
功
窄
・・
・
・
・
・
印
万
問
以
上
を

一
時
に

（又
は
分
割
し
て
｝
納
め

－
ま
ち
の
歴
史

＠

・・・圃圃圃圃・

温
い
心
の
通
う

町
政
を
目
指
し
て

J

新
年
度
の
千
算
が
縫
只
各
位
の
絡

J
段
の
ご
協
力
を
も
っ
て
織
決
を
賜
リ
、

ご

訟
は
今、

『盟
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る

り

郷
土
H

あ
さ
ひ
。
の
実
現
」
に
向
け

白

て
全
力
を
投
じ
よ
う
と
、
決
立
を
新

4

‘
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ひ

き
て
、予
算
制
成
に
あ
た
っ
て
は
、

の

昨
年
の

「
明
日
の
あ
さ
ひ
ま
ち
を
考

E
E
、
え
よ
う

町
長
と
話
す
集
い
」
で

」
a
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
一

町

日
も
平
く
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
厳
し
い

財
政
環
境
の

中
で
令
部
を
実
施
す
る
こ
と
は
至
難

の
わ
ざ
で
す
。

少
し
つ
つ
て
は
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
安
却
に
は
必
ず

こ
た
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
町
民
h
介
似

μ
は
ぬ
か
い
ま

な
ざ
し
で
見
守
勺
て

い
た
ど
き
た

い

と
思
い
ま
す

と
こ
ろ
で
、
実
用
計
典
に
は
ぷ
↑
れ

さ
H

と
は

7
・
ん
気
さ
か
ん
ど
”
と
記

と

載
し
て
あ
り
ま
す
。

引仙
は
、
ま
ど
い

ご

ろ
い
ろ
勉
強
が
必
裟
だ
と
感
じ
て
い

‘

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
行
動
力

り

だ
け
は
他
に
引
け
を
取
ら
な
い
と
自

と

負
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も、

「皆

ト

さ
ん
と
と
も
に
笑

い
、
と
も
に
泣
く

1

温
い
心
の
通
う
町
政
」
を
モ
ッ
ト
ー

。

に、

「町
長
と
話
す
集
い
」
や
毎
月

長

の
『
町
長
と
話
す
日
」
で
皆
さ
ん
の

T

生
の
声
を
聞
き
、
町
政
に
生
か
し
て

E

い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ

圃

ん
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

固

ま
す
。

．

企特別社員宣言

た
人
（
例
人

・
法
人

・
凶
体
）

な
お
、
慨
に
銀
色
有
功
載
を
受

け
て
お
ら
れ
る
人
は
、
さ
ら
に
却

方
向
以
上
を
納
め
れ
ば
、
金
色
有

功
章
が
贈
ら
れ
ま
す
。

厚
生
大
臣
表
彰

マ
例
人
の
場
A
N
－－
：：

1
0
0
力
問
以

上
を
納
め
た
人
。

マ
法
人
の
場
合
：
：
：
5
0
0
万
同
以

ト
し
納
め
た
法
人
。
（
例
人

・
法
人

と
も
一

時
に
、
又
は
分
川
で
も
可
）

併
せ
て
．

A
m
色
有
功
ぷ
が
附
ら

れ
ま
す
。

紺
綬
褒
章

マ
個
人
の
場
合
：
；：
5
0
0
M
同
以

上
を
一
時
に
納
め
た
人
。

マ
法
人
の
場
合
：
：
：
l
、
0
0
0
万
円

以
上
を

一
時
に
納
め
た
法
人
。
併

せ
て
金
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
ま
す
。

（
赤
十
千
社
へ
の
答
付
に
は
、
税
法

L
L
の
優
遇
摘
出
向
が
あ
り
ま
す
。）

寺LilるI)fさんから l円硬貨

2,421円

20,000円

19.151同

おりがとうおたたかい怠

＠ 朝日町警怠銀行

（｜月｜｜自ー3月10日）

。泊料苧協fol刻lイトさんから

りj向小学校児被会さんから

。月山

－
昭
和
位
年
4
月
号

＠



生活必需品価格
2月分調査 ( )(jjjlftlJt 
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一
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、J 叫ん τトI加～200 188 
( - 6) 

一
食 JTJ ill! 

480～580 
537 

｛サラダ油・I.8 eピン人リ） ( 0) 

H ill! 
893～990 

941 
(I可己i主・18e) ｛寸 5;3)

一
if ソ ／ 

118～155 
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講 評
前月に比べ灯illiは 1e当り3I’i，グソリン
はl5円値上がりし．外はお必むね安定的なfil町
絡で推移しました。

私b~州l'ii'll『l川

知
カ、

出
畠

山

県

り

県
政
パ
ス
教
室
に
参
加
を

県
で
は
、
併
さ
ん
に
川
県
政
を
知
う

て
も
ら
お
う
と
、
県
が
設
遣
す
る
公

共
施
ぷ
や
引
’
業
の
主
施
状
汎
ル
」
川
和
介

す
る

「似
山
政
パ
ス
教
｛
田
小
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

5
月
か
ら
日
月
ま
で
何

月
巡
行
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
仏
…
山
地
ん
県
民
相
談

九七

（魚
津
市
新
宿
叩
｜
7

魚
湾
総

、T
z

、，J1
h
h

aAτ

／
人
片
手
川
r

E
0
7
6
5
HH
D
－

5

3
1

1
）
へ
。

婦
人
週
間
の
つ
ど
い
に
参
加
を

県
で
は
、
4
月
刊
臼
か
ら
4
月
刊

日
ま
で
の
婦
人
週
間
に
合
わ
せ
、
昭

和
mw
年
度
山
山
県
附
人
迎
間
の
勺
ど

い
を
治
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、

4
川
同
日
午
後
l
時
か
・
り
刷
出
し
ま

十九中
l
H
は
、

「

l
廿
可
し
句
』

q
L
4
t
oT中
’

L

共－p 

お
け
る
男
女

共
同
社
会
」

と
題
し
て
、

評
論
家
吉
武
線
子
さ
ん
の
基
調
講
演

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
多
数
の
参
加

み乞
。家

庭

裁

判

所

か

ら

無
料
法
律
相
談
を
開
催

富
山
地
方
家
庭
裁
判
所
魚
津
支
部

で
は
、

5
月

3
自
の
憲
法
記
念
日
を

記
念
し
て
、

5
月

7
日
の
午
前
日
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
魚
津
サ
ン
プ

ラ
ザ
の

3
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

金
銭
や
土
地

・
建
物

・
境
界
、
家

産
内
、
交
通
事
故
、
遺
産
相
続
な
ど

各
磁
の
紛
争
に
悩
ん
て
お
ら
れ
る
方
、

遠
慮
な
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

建

築

士
.l:I、
~ 

か

ら

2
級
建
築
士
試
験
を
開
催

今
年
も
建
築
士
法
に
よ
る

「

2
級

一
位
築
上
試
験
」
が
7
月
部
門
市
山
大

一
円f
註
消
宇
都

（学
科
）、
9
け
幻
日
日

…
山
ト
ム
業
高
校
（
製
問
）
で
行
わ
札
ま

・
す

そ

の

交

験

則

川
は
、
山
口
刊
山
以
挫

…
築
士
会
で
4
月
初
日
か
ら
4
月

M
円

一
ま
で
の
間
交
げ
付
汁
ま
す
。

な
お
、
そ
の
受
験
準
備
識
沼
会
を

い
5
月
口

H
に
黒
部
地
域
住
築
会
館
で

…
行
い
ま
す
，

詳
し
く
は
、
制
U
地
域
漣
築
組
合

｛
告
白
1
2
1
8
9
）
へ
。

…
泊

郵

便

局

か

ら

一
青
い
鳥
郵
便
葉
書
を
発
行

今
年
d
u
、
身
体
何
小
川
朽
の
ん
々
へ

い
の
叫
併
と
関
心
を
－
mめ
る
た
め
、

4

…
パ
初
日
に
ほ
い
出
品
邸
倒
的
批
書
を
発
行

い
し
ま
す
。
黒
山
身
体
跡
事
行

（
1
・

…
2
級
）
の
む
は
、子
帳
を
持
参
し
て
、

4
川

m
H
か
ら
郵
似
い川
に
巾
し
山
て

…
く
だ
さ
い
。
一

人
却
枚
ま
で
蒸
し
上

げ
ま
・
干の

レ
タ
ッ
ク
ス
の
利
用
を

卒
業
、
就
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

一
こ
の
門
出
を
祝
っ

て
、
手
害
、
さ
の
絵

…
や
文
字
が
そ
の
ま
ま
、
ま
ご
こ
ろ
こ

…
め
て
悦
い
の
琶
葉
を
送
れ
ま
す
。
TW
一

…
午
ま
で
に
差
し
出
さ
れ
た
場
合
、
当

日
中
に
お
届
け
し
ま
す
。
一

一
層
ス
ピ

…
l
ド
化
さ
れ
た
レ
タ
ッ
ク
ス
の
ご
利

一
用
を
。

…
高
度
情
報
社
会
推
進
会
議

…
青
年
の
論
文
募
集

高
度
情
報
社
会
推
進
北
陸
会
議
で

…
は
、
地
域
の
高
度
情
報
化
の
推
進
を

一
基
本
テ
ー
マ
と
し
て
、

C
A
T
V、

…
キ
ャ
プ
テ
ン
な
ど
の
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ

一
ア
へ
の
期
待
や
意
見
、
夢
な
ど
、
建

・
設
的
な
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

応
募
対
象
者
は
背
年

（高
校
生
以

…
上
初
歳
ま
で
）
で
、
4
0
0
字
詰
原

一
稿
用
紙

5
1
6
枚
に
ま
と
め
、
当
北

一
陸
会
議
事
務
局

（〒
9
2
0
、
金
沢

一
市
広
坂

2
1
2
1
ω

北
陸
電
気
通

…
信
監
理
局
内
）
へ
4
月
初
日
ま
で
。

…
水
山
勢
津
子
、
水
島
平
常
閥
、
水
’M
一

一
行
、
水
山
以
問
、
大
山
さ
ゆ
り

…
宮
崎
地
区

伊
藤
美
由
紀
、松
本
泉
、

年
を
と
る
と
川
”
が
も

…
竹
行
総
・
一、
肝
川
陥
，f
、行
川
町
麻
子

ろ
く
な
っ
た
と
い
う
話

…
竹
谷
浩

一
、
加
藤
真
仁
、
水
弘
前
倍
、

を
よ
く
聞
き
ま
す
し
、
一
日
山
石川什

外
来
で
見
て
い
る
と
時
…

笹
川
地
区

寺
田
牙
広
、制
内
雅
吋
、

々
見
受
け
ま
す
。

…
勝
田
稔
、
折
谷
間
子
、長
井
出
香
里
、

怖
が
も
ろ
い
と
い
う

…
竹
内
陸
智

め
は
、
ど
う

い
う
こ
と

…
泊

一
区

・
疑
川
仁
美
、
絞
倉
睦
子
、

で
し
ょ
う
か
。
引
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
て

…
中
村
泰
チ
、
問
中
み
か
子
、
西
村
山

見
る
と
、
図
の
よ
う
に
縦
や
織
の
紘

一
紀
チ
、
水
島
崎
間
司
、
間
部
穀
、
犬
凶

が
ひ

ゥ
し
リ
と
つ
ま
っ
て
い
る
の
が

一
点
山
英
、
山
川
技
法
〈
、
問
杉
民
了
、

正
常
で
す
。

I
l
l
i－
－

－

…

谷
円
幸
恵
、

吉
本
土
門
生

と
こ
ろ
が
、
一
十

T
T十
＋＋
十

一

ぃ

自

ニ

区

水
山
功
喜
治
、佐
渡
此
樹
、

一
H
Hh
EH
HU
一
常

一
；

川似
の
似
が
少
一
十
ι↑

ι↑
↑
十
一

ぃ
水
山
俊
夫
、
水
山
一
同
潤
子
、
寺
崎
徳
γ
寸、

し
づ
っ
消
え

一
什
耳
什
拝

什

一
正
一

足
奇
丘
口
、
松
原
政
義
、
附
本
千
恵
、

一↓↓
寸
コ
1
「寸一

企

一

山
↑

て
縦
の
線
が
一

＋
＋
十
T

十
士
l

一

一
組
建
利
江
、
例’い川円
十
織
、内
山
之
犬
、

目
立
っ
て
く

I
l
li
－
－
－
｜

…
束
崎
午
、
杉
原
士ロ
徳
、
新
保
雄
稔
、

る
こ
と
が
あ

一
l
l
i
li
－

－
骨

一
十日
市
部
二
、
殿
村
山山
道
、
戸
崎
附
司

り
ま
す
。
こ

一
川
川
川
川
川
川
一

L

一
寺
田
占
美
子
、
尾
崎
防
了
、
大
西
恵

一
I
l
l
i
－
－
ー

一
ろ

い

r

の
状
態
を
刊
一

I
ll
i－
－

一

も

一
子、

U
K
ザ
一女
子
、

hm山
山
長

f
、
北

が
も
ろ
い
と

Ill－u
a…山充
、

俊

足

い
い
ま
す
。

…
泊
三
区

大
村
年
和
、
木
村
博
明
、

官
が
も
ろ
く
・
な
る
と
、
少
し
の

こ

…
竹
中
鏡
、
大
村
守
、
小
杉
有
美
、
舗

と
で
つ
ぶ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
背
中

…
券
英
、
米
丘
和
、
山
本
明
、
具
沼
崎
明
、

が
拘
っ
た
り
、
股
が
刷

っ
た
リ
す
る

一
中
山
俊
一
、
内
山
正
、
加
賀
達
什
入
、

め
は
、
北
問
竹
が
つ
ぶ
れ
た
た
め
に
起

…
双
川
修
、
問
問
万
里
子
、

小
久
保
由

き
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
他
、
一

紀
子、

中
隊
照
子
、
土
井
香
里

太
む
も
の
付
け
恨
を
折
っ
て
よ
て
な

…
五
箇
庄
地
区

河
村
友
子
、
吉
江
勝

く
な
っ
た
り
、
手
首
を
此
一
日
折
す
る
お

・
森
、
抗
野
良
一

、
河
村
山
美
子
、
新

年
寄
り
も
お
ら
れ
ま
す
。

…
団
法
菜
、
浜
世
骨
子
、
安
久
義
彦

旧（同
と
言
う
と
す
ぐ
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム

一
南
保
地
区

道
用
利
雄
、谷
口
正
子
、

を
連
想
し
ま
す
。
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
を

…
殿
村
ぃ
山
中
チ
、
近
藤
純
下
、
山
本
能
チ
、

取
る
こ
と
は
大
ギ
で
す
が
、
向
じ
よ

・
勝
原
wm美

う
に
鳥
肉
の
犠
な
良
質
の
タ
ン
パ
ク

一
山
崎
地
区

鹿
熊
忠
司
、
渡
辺
優
、

質
を
取
る
よ
と
も
覚
、え
て
お
い
て
く

・
上
不
美
智
子
、
湯
川
敏
明
、
水
野
初

だ
さ
い
。
し
か
し
な
に
よ
り
も
、
で

…
博
、
水
野
登
美
子
、
仙
名
村
山
灯
、
永

き
る
だ
け
太
陽
の
下
で
体
を
動
か
す

・

u
了
、
水
野
史
男
、
山
本
美
和
チ
、

こ
と
が
、
骨
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
最

一
秀
永
恵
美

も
大
切
な
行
動
て
す
。

一
大
家
庄
地
区

鍛
治
禿
娘
、
指
恒
知

泊
病
院
整
形
外
科
医
長

一
勝
、
大
井
洋
子、

藤
岡
削
子
、
清
水

一
規
明
、
山
崎
真
一
、
清
水
信
書
、
小

…
川
万
脊
犬

（
1
0

7
名
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

g
い
ま
し

－－。
ふ
2
1

4月のけんこう

骨
の
も
ろ
さ

白
木
徹

一

割毘

a‘ 
の

血

献

協
力
者
名

1
2
月
実
施
分
｜

境
地
区

水
島
孝
介
、
水
島
欣
也、

朝日町堅持求協会審判部
｜暖冬とはいえ夜はまだ肌寒い教育文

化会館の体育館に，熱の込った声カ、韓

きます。 「ゴー」 「ス トップ」 「ルッ

ク」 「コール」 「アウ トJ fセーフ」

朝日町野球協会審判部の審判議習会

の光景です。

同審判部は，昭和33年に第13回富山

国体の一般準硬式野球大会が当町で開

｛まされることにな I人容干IJ員の養成と

技術の向上に努め，組織の充実を図る

ことが急務とな り． これを契機として

上沢源次氏を務判長に18Z'，の審判買で

組織したのがは じまりです。以来．団

体，県大会，両越軟式大会など各種の

大きな大会にたずさわリながら，今年

で創設30周年を迎えました。

しかし．喜IJ訟当時は三太クラブほか

数チームだったを録チームも近年急激

に問え，大会を運営する審判員の不足

と高飾化が悩みの砲となりました。

こう した現状の打開と若手｜’lj員の技術

向上を図るため，今年も帯平lj講習会を

開催したものです。審判に興味のある

方の加入をお待ちしています。問い合

わせは扇谷忠明 （宮82=0456）へ。

-~ -~－＂ .. - ;, 
~－創 一 ・. -~ 
- . ー 併 一司....ー．一・．ー－‘． 

－
く
ら
し
の
情
報
室

。

戸
駅
「
欠
陥
コ
ン
ロ
に

～d
河
～
ご
注
意
を
／

＼
－
．
，
一

昭
和
田
年
以
前
に
製
造

て

，
さ
れ
た
火
鉢

m
a油
コ
ン

ロ

（
コ
ロ
ナ
）
は
、
放
熱

ネ
ソ
ト
の
網
目
に
情
造
卜
干
の
欠
陥
が

あ
り
ま
す
u

取
り
扱
い
を
誤
る
と
、

異
常
燃
焼
等
に
よ
る
火
災
発
生
の
恐

れ
が
あ
け
ま
す
。
一正
立
し
て
く
だ
さ

い
e

コ
ン
ロ
の
機
極
名
は
、
S
H
｜

B

S

M

I
C

S

H
－

o

s

H

 

ー

c＠
、
S
H
｜
D
＠
、
S

H
｜
2

D

・
3

0

S

H
1
2

D
K

S

H

｜

2
0
①

・
3

0①
、
S

H
1
2
K

3
K
、
S

H
｜

2

K
G
、
S

H
l
2

K
＠

・
3
K
③
、
S

H
で
す
。

詳
細
に

つ
い
て
は
、
朝
日
町
消
防

将

（
古
川ω
1
0
0
0
9
｝
へ
問
い
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

「
霊
感
商
法
」
に
注
意

「災
艇
を
払

っ
て
や
る
」
な
ど
と

持
ち
掛
け
、
い
け
川
制
な
印
慌
や
っ
ぱ
な

ど
を
先
り
付
け
る

「
霊
感
商
法
」
の

被
害
が
明
、
ぇ
、
県
の
消
代
生
活
セ
ン

タ
ー
に
は
、
今
年
に
人

っ
て
か
ら
げ

件
も
の
苛
情
、
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

相
談
の
内
谷
は
、
突
然
拘
主
に
や

っ
て
来
た
業
者
の
販
売
員
か
ら
、
先

他
の
肉
縁
や
水
ヱ
す
の
娯

（
た
た
）
り

な
ど
を
払
え
ば
幸
せ
に
な
れ
る
と
言

わ
れ
、
印
鑑
や
っ
ぱ
、
高
問
（
こ
う

ら
い
）

ニ
ン
ジ
ン
、
油
絵
、
多
主
躍

な
ど
を
買
っ
た
が
、
解
約
し
た
い
と

い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。

そ
し
て
、
相
談
者
の
、
7
ち
9
訓
は

女
性
だ
っ
た
と
か
。

中
に
は
、
独
身
め
女
性
が
印
録
。の

購
入
を
契
機
に
版
克
業
者
の
関
述
んか

教
凶
体
に
入
会
し
、
家
を
出
た
ま
ま

川
町
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、

心
配
し
た

家
族
が
相
談
に
訪
れ
た
ケ

l
ス
も
あ

っ
た
と
か
。

出
山
市
消
託
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、「他

人
の
不
’K
弘
に
つ
け
込
ん
で
、
物
を
強

引
に
売
り
付
け
る
行
為
は
、

宗
教
と

は
無
縁
の
怒
徳
商
法
だ
」
と
し
て
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

求
め
て
い
ま
す

マ
ニ
段べ
y
ト（一
長
〈
使
え
る
も
の

）

問
い
合
わ
せ

・
中
し
込
み
は
、
総

務
課
広
報
係
へ
。
ま
た
、
「競
り
た

い

も
の
」
や

「求
め
た
い
も
の
」
が
あ

札
ば
、
同
じ
く
仏
報
係

（

E
m－
－

1
0
0
内
線
2
0
4
番
）
ま
で
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
c

－
昭
和
川
町
年
4
月
号

。



2月18日～3月17配
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

親
子
ス
キ
l
研
修
会
を
開
催

2
川
幻
H
－

n
uの
尚

H
、
新
潟
県
新
ぷ
合
ス
キ

ー
場
で
、
銅
日
町
ス
ポ

l

ツ
少
年
凶
脱
チ
ス
キ
｜
附
修
会
か
、

1
1
0
名
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
岡
山
以
の

健
全
育
成
と
と
も
に
ス
キ
ー

を
過
し
て
、
問
円
以
相
い
川
一
の
協

翻
性
と
述
命
感
を
養
い

、
少

年
団
活
動
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
昭
和
計

年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、

A
I
M
で
6
M討
と

な
り
ま
し
た
。

に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
を
過
し
て
心
身
を
鍛
練
す

る
こ
と
や
協
調
性
を
養
う
－
』
と
な
ど

を

H
的
に
し
て
い
ま
す
。

日
付
け
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
糸
辺
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、

卓
球
、
剣
道
、
野
球
、
ソ
フ
ト
、

サ

ッ
カ
ー
、
ス
キ
｜
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
日
種
目
あ
り
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
お

下
さ
ん
を
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
に
参
加

さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん
の

成
長
に
き
っ
と
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
巾
し
込
み
は
、
総

合
体
育
館
（
告
白
1
1
8
3
8
）へ
。

第

何

回

朝

日

町

ビ
！
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
成
績

（
3
月

3
日

1
3月
6
日
開
催
）

男
子

A
ク
ラ
ス

l
u肌
宮

崎

B
V
C

B

2
位
大
家
店
ビ
ー
チ
愛
好
会
A

3
佐

月

山

同

友

会

男
子

8
ク
ラ
ス

1
位
大
家
庄
ビ
ー
チ
愛
好
会

C

2
位

か

ま

く

ら

B

3
似
大
家
山
ビ
ー
チ
愛
好
会
。

男
子

C
ク
ラ
ス

l
佐

パ

ド

愛

好

会

2
位

教

委

オ

ー
ル
ス
タ
ー
ズ

3
位
大
家
庄
ビ
ー
チ
愛
好
会

E

女
子
A
ク
ラ
ス

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

－
位
大
家
序
．
ヤ
ン
グ
ス
マ
イ
ル

2
位

宮

崎
ビ
ー
チ
ク
ラ
ブ

3
位

迫

下

ビ

l
チ
八

女
子

B
ク
ラ
ス

－

似

山

崎

ピ

ー
チ
ク
ラ
ブ

C

2
位

ス

マ

イ

ル

3
位

中
町

女
子

C
ク
ラ
ス

－
位
・
犬
家
庄
ス
マ
イ
ル

2
位

フ

ァ

イ
タ

l
ズ

3
位

西

町

男
女
混
合
の
部

－

位

か

も

し

か

2
位

大

家

庄

愛

持
会

F

3
位

栄

町

B

第
幻
田

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
成
績

（
3
月
日
日
間
限
）

1
位

宮

崎

2
位

五

前

庄

女
子
の
部

1
位

泊

二
区

2
位

広

崎

男男
子 2 1子
二 位位 一
部部
irl I純
一 保
j,(: 

3月刊日
遠洋漁業出漁安全祈願祭

この日．刺口町出漁組合の＆洋漁業：

出 'rf.（•.安全祈願祭が行われ，漁業n~i係者

ら約30人が；II席し．1年閉め航海の安

令とjにi.≪tを祈願しました。

またや，，・f＼.のあと，長年にわた t）述洋

漁業に従’F・した米凹武久 （点以肝 .47 

1足）さんに．日山県出漁組合ill介会長

表彰が附られました。

V安全を祈願する組合員

3月10日
泊高校生アメリ力へ

このH，泊高校の生徒海外研修団（教

諭2人．生徒22人）が，国際的撹野を広

め生きた英語を学ぽうと，アメリカ西

海岸のシアトルに向け出発しました。

出発に先だって国鉄泊駅前で行われ

た~I：行会では，グレーと濃紺のユニホ

ームに身を包んだ団員を前に，事i野校

長や魚；掌町長が fいろんな事を学び，

...指導を受ける団員たち

明

u町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
川

で
は
、
附
利
似
年
度
の
川

H

を
非
出
し
て
い
ま
す
u

ス
ポ
ー
ツ
少
年
川
は
、
必

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

f 

...魚津町長から淑励される泊高校生

今後に｛辻、〉；ててください」と激励。団対

を代表して池rn;;K希了さんが 「l’｜分の
Hや上｜＼体でu;i::，何回の追いをしっか
り学んできます」とあいさつしました。

一行は，この日夜成田空地からンア

トルに ii•］け II ＼発 し ， 米国ではリッチラ

モンドなどの阿海岸3都市で．ホーム

ステイ （民家に宿泊）などをしながら

研修することになっていますe

一人ぐらし老人の一日招待I±，日ご
ろ家肢との団らんの少ないお年寄りを

励まそうと．町が毎年行っているもの

で．この日は，町内の一人ぐらし老人

約 110人を老人福祉センターに招き、

ボランティアグループ「朝日町詰舜踊

会J f草野凶 γ薬会J 「西部保育所間

児」などの符さんから，E止や踊リを紋

話してもらい．楽しいひとときを過し

ていただきました。

3月5日
寺田さん図面コンクール入賞

日山県と富山県少年婦人防火委員会，

市山県婦人防火ク 寺

ラプi扮協議会が a・里
共催してー昭和61 F~，~ 雪
年度防火ポスタ一 、ζ，~ fu 
閃凶iコンクー

ルが行われ，

Ji.箇庄小学

校6年の守

m千争谷さん
が．みごと

悩禿作品武に

i並l;rtL，この日

仰と1IHHl'i防何で伝達されました。

2月19日
水島さんに医療功労賞

この日県庁特別

室で，県知事や魚

津町長立ち合いの

もと，主他者の読

売新聞社からJ党の

水品ノvソエさんに，

医療功労賞として

表彰状と記念品が

贈られました。

水島さんは，昭和11 tr.・から助産婦を
開業。当時l:t., 7 -8・．の道のりをドl

転車や歩いて妊産制の寄託を回るなど，

困難な環境の中で地域保健前動に努力

された功績が~.められ，今岡の’立・貨と

なったものです。

句r・．
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2月24日
県内初の女性パトロール員

2月isnから24
円に北海道で開fili 

された全日本スキ

ー述盟公認ノfトロ

ール検定会で，や

~l f'の！ぶ問符－（－さん

がみごと令栴し．

白山県の女性では

初めての公認ノfトロール貝に認定され

ました。

広田さんは，勤務のかたわらスキー

練習に励まれ、56年の3月に町内の女

性では唯一のw，指導Hの資絡を取得。
その後，公認パトロール民を目指して

猛勉強しておられ．念願がかなったも

のです。
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本
の
紹
介

「萎
の
ぬ
く
も
り

蘭
の
紅
」

折
笠
智
津
子

蜘
朝日町立中央図書館

ペ
ン
も
持
て
ず
明
日
を
も
知
れ
な

国月図表回
蛭釜和紙

妻のぬくもt
蘭の紅 J

相J匂河内’ill{-

い
筋
萎
縮
性
の
餓
・
州
に
自
白
さ
れ
、
動

か
ぬ
休
の
ま
ま
遺
書
が
わ
り
に
俳
句

を
詠
み
つ
づ
け
る
夫
。
そ
れ
を
見
守

る
妻
の
愛
。

「
病
い
と
は
何
か
」

「中
日悩
を
超

え
て
生
き
る
と
は
何
か
」
「
生
き
中

斐
と
は
何
か
」
を
語
る
感
動
の
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

新

し
い
本

〈
一
般
書
〉

も
う
ひ
と
つ
の
幸

福

木

崎

さ

と

下

仲
よ
き
こ
と
は
メ
イ
ワ
ク
か

小
山
明
J
T
・
火

山

情

A
7
か
ら
わ
か
る
ボ
ケ
る
人
ボ
ケ
な
い

1-iくは元緑7年（1694年）というか
ら約 300年前の「出隙所作村々谷帳」

に紙づくり村として記録されている蛭

作集孫では，注目主には冬の日IJ業として

金村あげて取 1）組まれ，富山市以来の

はとんどの家の｜金子紙を賄っていたと

いう。今t;t 米丘寅古（ 681~主）さん一人

が．一郊の書家やj1hj家用にすいている

だけとなりました。 ヰと丘さんは f~；：谷

紙は強〈 てよヲミが特徴。今， ；羊~Jkの肉

食がi問題になっており，蛭谷紙むきっ
と凡l有：される叫がくる」と，3月は紙

すきに励む毎・l:lとか。

’‘tνA’t 

おしらせコーナー

れんげ読書会
4月8日（水）

午後l時30分～

もらi祉センター茶道主主
「菊慈童J 問地支；子

時

場

卜スキ

ム
E

テ

日フ
レ
デ
ィ
松
川

長
尾
三
郎

人氷
山
微
か
ら
の
生
還

お
ん
な
コ
ド
モ
の
風
景
千
刈
あ
が
た

北

の

凶

か

ら

肝

初

恋

人

れ

本

聴

ふ
り
む
け
ば
年
商
三

T
億
主
川
中
ば

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
父
よ
り
息
子
へ
の

ぬ
過
の
予
紙
キ
ン
グ
ス
レ
イ

・
ウ
才
｜
ド

郁
の
風
（
中
）
愛
別
抗
策
森
晶
子
イ

（小
説）

V紙すきには欠かせ怠いゴミ取り作業

ご寄付を
ありがとう
ございました

絵留の会
4月15日（7J<.) 

午前10時～

九i祉センタ－J.i.；問

貸出券の書き替えを
図書館てt，ヰ；の貸出券の官－
き替えをしています。 ( 4月1

8～）お早めに書き替えをして
くださL、。

時

場

日

A

－
A
 

夕

陽

炎

々

村

松

友

税

子

供

部

屋

の

シ

ャ

ツ

赤

川

次

郎

東
福
門
院
和
子

徳
永
英

一
郎

わ

が

恋

う

人

は

遠

藤

周

作

京
都
茶
道
家
足
殺
人
一
や
件
山
村
美
紗

雪
の
ア
ル

バ
ム

三
浦
綾
子

神

鷲

商

人

上

下

深

田

祐

介

黒
豹
伝
説

門
間
泰
明

甥
の
中
の
プ
レ
イ

・
ボ
ー
ル安
部
議
二

締
回
香
子

勝
利
投
手

< 2月lI fヨー3月10日〉

［＞笹川l小学校PT Aさんから笹川小学

校へ， ノルテーックスキー8組（12JiPJ 

相当）の寄付があ リました。

［＞大阪府八尾diのfjij川iとしさんから広

報あさひのためにと 5,000円の寄付が

あリました。

［＞笹川小学校の時報（チャイム）設備l

代として，東京高II国＿＼LrUの折谷正初さ
んから10万同．笹川の折谷手IJ男さんか

ら20)j円， 後－川地~から 10万円の寄付

があ 1）ました。

－
昭
和
川
町
年

4
月
号

＠

V
3
H
に
東
京
で
、
会
固
で
も
ト
y

プ
レ
ベ

ル
に
あ
る
市
町
村
広
報
の
編

集
者
が
集
ま
る
会
合
が
あ
る
と
聞
き
、

編
集
子
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
、

出
掛
け
ま
し
た
。

V
全
国
は
や
っ
ぱ

り
・仏
い
。
「
本
当
に
こ
ん
な
の
行
政

が
発
行
し
て
い
る
の
か
」
と
思
う
よ

う
な
す
ば
ら
し
い
広
報
紙
と
そ
れ
を

編
集
し
て
い
る
す
ば
ら
し
い
広
報
マ

ン

・
ウ
ー
マ
ン
と
出
合
い
、
い
ろ
い

ろ
と
勉
必
さ
せ
ら
れ
た
東
京
で
の
数

日
間
で
し
た
。

V
さ
ら
に
、
3
月
9

日
か
ら
始
ま
っ
た
町
議
会
定
例
会
の

一
般
質
問
て
も
「
広
報
あ
さ
ひ
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
、

『
広
報
ふ
さ
ひ
を

読
ま
な
い
と
損
を
す
る
。
住
民
に
そ

う
思
わ
れ
る
よ
う
な
広
報
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
』
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
も
う

一

皮
H

広
報
紙
H

に
つ
い
て
々
え
向
し

て
み
る
必
要
が
あ
リ
そ
う
で
す
。

V
と
こ
ろ
で
、

4
月
は
入
学
や
就
職

な
ど
新
た
な
人
生
の
旅
立
ち
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。

「
あ
さ
ひ
」
J
U
紙
而
柄

成
を
変
え
て
新
た
な
出
発
を
、
と
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
全
固
め

優
秀
な
い仏
報
紙
に
少
し
で
も
近
付
く

よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
の

「あ
さ
ひ
」
に
ご
期
待
を
／

( 3月1日の人口〕 男 8.760(-5）女 9.806 (-4）計 18.566(-9）世帯数 5.095~－ 1) 


